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【特別協賛】 

  Suntory Beverage & Food Asia 

 

 

【パートナー】 

The Little Arts Academy / 10 Square@Orchard Central  

CHIJ Kellock Primary School / Yu Neng Primary School  

The Smile Team / Yayasan Asa Sehati / Atek Jacinto Studio 

 

【後援】 

在日本シンガポール共和国大使館 ／ 在日本マレーシア大使館  

在日本インドネシア共和国大使館 ／ The RICE Company Limited 

 

【協力】 

東京都石神井学園 ／ 聖園子供の家 

 

【楽器提供】 

前田安紀子 前田来夢 ／ Dmitry Feygin 東京音楽大学教授 

プロイス弦楽器マイスター工房株式会社 

 

【助成】 

日本万国博覧会記念基金   

 

 

Singapore International Foundation 

 

 

【写真】 

髙橋正美 ／ 池上直哉  
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◎ 『チャイルド・エイド・アジア 2018』実施概要 

秋篠宮妃殿下、在日本インドネシア大使にご臨席を得て、サントリーホール大

ホールにて開催。出演者は、日本、シンガポール、マレーシア、インドネシア、

フィリピンの子ども、チャイルド・エイド・アジアの OG も加えて総勢 87 人。

2 部構成、約２時間の公演で、全 19曲を演奏しました。第 2 部では日本インド

ネシア国交樹立 60 周年を記念してインドネシアの曲を 3 曲紹介。また、児童養

護施設東京都石神井学園の 5 人がシンガポールの Kai とともに司会を務め、児童

養護施設聖園子供の家の子どもたちが製作した美術作品が舞台や劇場を飾りまし

た。 

私ども NPO リトル・クリエイターズは、本コンサートの開催を通じて、ひ

とりでも多くの方々に出演した子どもの才能と可能性そして私どもの活動をご理

解いただき、恵まれない子どもがほかの子どもと同じように夢と希望を持って行

きていけるコミュニティを育みたいと願っています。 

 

 

2017 年 

８月 20 日 聖園子供の家美術ワークショップ 

絵巻物「４カ国の国々をめぐる旅」開始、その後マレーシア、

インドネシア、シンガポールの子どもが続けて描く。 

11 月 26 日 聖園子供の家美術ワークショップ 

絵巻物「４カ国の国々をめぐる旅」の最終部分を描き上げて完

成。 

2018 年 

2 月 12 日 出演者オーディション本選（於：東京芸術劇場） 

3 月 18 日 聖園子供の家美術ワークショップ 

  版画「回転させてつながるかたち」 

3 月 25 日 東京都石神井学園音楽ワークショップ 

4 月 15 日 聖園子供の家美術ワークショップ 

  セロファンでステンドグラス「私の色、光のかざり」 

4 月 22 日 東京都石神井学園音楽・司会ワークショップ 

4 月 30 日 東京都石神井学園音楽・司会ワークショップ 

5 月 6 日 東京都石神井学園音楽・司会ワークショップ 

5 月 12 日 リハーサル 
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5 月 13 日 東京都石神井学園音楽・司会ワークショップ 

5 月 17 日 海外からの出演者 学校訪問 

  リハーサル 

5 月 18 日 海外からの出演者 文化体験 

  リハーサル  

５月 19 日 リハーサル 

５月 20 日 海外からの出演者と聖園子供の家の子どもの交流会 

  本番 
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◎ 『チャイルド・エイド・アジア 2018』開催の成果 

◼ 社会的ハンディのある子どもの活躍 

『チャイルド・エイド・アジア』は、音楽や

美術などを通じて児童養護施設の子どもに

自分を表現するプラットフォームを提供す

ることを目的としています。今回、音楽で参

加したのは東京都石神井学園の子どもたち

8 人。うち 5 人は司会も務めました。また

テーマ曲の合唱に加えて、「True Colors」

を海外のボーカリストとともに英語で歌い、

「Yellow Submarine」ではタンバリンも担

当。どちらの曲にも少し振り付けがあり苦戦

しながらも、共演者と息があったところを披

露しました。 

 

また、聖園子供の家の子どもたちは美術作品で参加。2017 年の夏から作業に取

り掛かった絵巻物「４カ国の国々をめぐる旅」は、マレーシア、インドネシア、

シンガポールで描き継がれ、晩秋に日本で最終章を描き上げて全長 7m に及ぶ大

作に仕上がりました。版画作品やセロファンで作ったステンドグラス作品ととも

に、ロビーに展示されました。そして、海外の子どもとの交流会にも参加。シン

ガポールの伝統的な遊びを教えてもらうなど、楽しいひと時になりました。  
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◼ 若い才能の発掘 

『チャイルド・エイド・アジア 2018』にはピアニストが多く参加したことから、

普段はなかなかチャンスがない 4 人での連弾に挑戦しました。競い合わないよう

に、息を合わせて、4 人で１つの曲を奏でることに苦戦しながらも、楽しい音色

の演奏をすることができたようです。また、バイオリン、チェロ、チューバ、フ

ルート、クンダンなど色々な楽器の奏者が、

ポップスやクラシック、伝統音楽などでコ

ラボレーションを展開、特にインドネシア

民謡のコラボレーション演奏は圧巻で、短

いリハーサル期間にも関わらず完成度の高

いコンサートになりました。 

 

今回のコンサートをきっかけに、チェロの原

田和朋君が『ChildAid Asia@KL』（2018

年 8 月 25 日-26 日予定）に招聘されるこ

とになり、また数人の出演者が TV番組の

出演を打診されるなど、『チャイルド・エイ

ド・アジア』参加者の活動の機会が広がって

います。 

 

◼ アジアの若きアーティストの交流 

今回のコンサートでも、ほぼ全ての曲がコラボレー

ションの曲で、数日間のリハーサル中、国や年齢を

超えて協力し合い美しい音色を奏でる作業を行い

ました。英語だけでなくインドネシア語の曲を歌っ

た日本のボーカリストは、各国の子どもから発音の

特訓を受け、また日本語で歌う海外のボーカリスト

には日本の子どもが特訓をし、歌を通じで言葉の垣根を取り

払いました。 
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◼ 支援の輪の広がり 

『チャイルド・エイド・アジア』の過去の

出演者や当 NGO の活動に関わったことの

ある子どもが、毎回、影に日向に手伝いに

来てくれることは有難いことであり、また

誇りでもあります。特に今回は本番中に弦

楽アンサンブルのバイオリンの糸が切れる

というアクシデントがありましたが、コン

サートOGのバイオリニストが出演者のために舞台裏で糸を張り替え心身ともに

出演者をサポートしました。ボランティアで舞台を支えてくれる人も増え、出演

者に対する主催者側のケアが随分行き届くようになったと感じています。 

また「チャイルド・エイド・アジア 2018」では、約 23 万円の募金を頂戴しま

した。恵まれない環境におかれた子どものために、ワークショップの費用や国際

交流イベントの費用に充ててまいります。 

 

◎ 学校訪問 

『チャイルド・エイド・アジア』の過去の出演者が、

例年海外からの出演者が来日中に学校訪問をしたり、

文化体験をしたりしているのを知って、本人が通って

いる学校（宝仙学園中学高等学校共学部理数インター）

に訪問して欲しいと自ら校長先生にプレゼンテーショ

ンをして実現しました。私たちが大切に考えているこ

とに共鳴して、OG がイニシアティブをとってくれた

ことに大変嬉しく感謝しています。 

 

学校訪問では、授業に見学、参加したり、生徒たちに

福笑いや綾取り、習字など日本の文化を教えてもらい

ました。給食も一緒にたべて、午後には海外からの出

演者が、お礼にバイオリンや歌、踊りなどを披露しま

した。約４時間にわたる学校訪問に、初めは半信半疑

だった子どもも生徒たちと仲良く写真に収まり、別れ

を惜しんでいる様子でした。 
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◎ 文化体験 

リハーサルの合間をぬって、リトル・クリエイターズで

も日本をもっと知ってもらおうと、着付け、茶道、折り

紙、けん玉、竹とんぼなどを体験できる時間を設けまし

た。日本からの参加者、ボランティアの学生がイニシア

ティブをとって、積極的に日本文化を伝えていました。 
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◎ 出演者のアンケートから 

1. コンサートで一番楽しみにしていたことは何ですか？また、それは実現しまし

たか？ 

2. 一番大変だったこと、努力したことは何ですか？ 

3. 参加してよかったと思うことは何ですか？ 

4. もっとこうしたらよかったと思うことはありますか？ 

5. またコンサートに出演するとしたら、次はどんな事がやりたいですか？ 

6. コンサートに出演した感想を自由に書いてください。 

 

◼ オーディション合格者 ＊年齢はコンサート出演時 

◆ 西村 花音（チューバ 17 歳） 

1. 新しい音楽と仲間に出会うことを楽しみにしていました。リハーサルと本番の

短い期間でしたが、一緒にコンサートに出たみんなとはとても仲良くなりまし

た。私自身も短期間でここまで距離が近くなれたのには驚きました。また、今

まで大きな編成でしか演奏したことがなかったので、ヴォーカルやピアノと合

わせるというのは新鮮でした。インドネシアの音楽に触れることができたのも

とても良い経験になりました。 

2. 楽譜が来てからの期間が短いのと、合わせる回数などが少なく感じて、初めは

とても不安でしたが、きちんとできてよかったです。 

3. このコンサートで、いろんな国の音楽、音楽、また石神井学園の子供たちとの

交流など、たくさんの新しい出会いと発見があったことです。 

4. リハーサルと本番の間でも、みんなとても仲良くなりましたが、もう少しゆっ

くり話す時間やそれぞれの国を良く知ったりする機会があればよかったと思

います。 

5. 大きなホールだけでなく、子供達のある施設や街角などで、『チャイルド・エ

イド・アジア』で仲良くなった仲間とまた演奏できたら嬉しいです。 

6. 私自身、音楽をやっていて格差などを感じてそれをなくすようなことができな

いかと悩んでいるときに、このコンサートへ出演できたことは、人生において

とても大きな影響を与えたことだと思いました。ここでの縁を大切にし、これ

からたくさんのことに挑戦していきたいです。 

◆ 菅原 千尋（ピアノ 11 歳） 

1. ほかの国の方々と一緒に音楽を作っていくことや、交流することを楽しみにし
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ていました。実現しました。 

2. 4 人で息を合わせて一つの音楽を作ることです。 

3. 中国語でみなさんとコミュニケーションを取れてとても嬉しかったです。皆さ

まの真剣に音楽に取り組む姿に良い刺激を受けました。憧れのホールで 2 台

のピアノで演奏させて頂いて、大変良い経験になりました。この経験を今後の

演奏に生かしたいと思います。 

4. いままで一番印象に残るコンサートです。もっとこうしたらよかったと思うこ

とはありません。 

5. ケロック小学校弦楽アンサンブルのみなさんと一緒にバッハのコンチェルト

を弾いてみたいです。 

6. チャイルドエイド主催者の皆様及び出演者の皆様のおかげで無事に舞台を終

えることができました。舞台の出演に支えてくださったたくさんの方々のお力

に感謝します。息を合わせて一緒に音楽を作っていくことはとても有意義で楽

しかったです。同世代のお友達の頑張っている姿が良い刺激になりました。大

切な出会いに感謝し、音楽の喜びを忘れずに今回の経験を今後の演奏に生かし、

頑張りたいと思います。ありがとうございました。 

 

◆ 山本 樹里（ピアノ 15歳） 

1. 新しいお友達をたくさん作ることを一番楽しみにしていました！色々な国の

お友達といっぱいおしゃべりもできて、音楽を楽しめました。 

2. 手書き譜がちょっと見にくくて、時間がかかっちゃいました。他の楽器と合わ

せたことが無かったので、譜読みの時に、他の楽器がどういう風に入るのかを

考えたことが、努力した点です。 

3. 他の楽器と合わせれる機会と、これからの友達ができて嬉しかったです。たく

さんの人に聴いて頂ける機会を与えてくださって、ありがとうございました。 

4. アクバルとは、全く言語が通じなかったので、次会うときにはジェスチャーだ

けでなく、相手の国の言葉を学んで再び会いたいなと思いました。 

5. 一緒に共演させていただいたお友達とまた弾いてみたいな、と思います。 

Misha とは、また一緒に違う曲でも弾いてみたいな、と思っていました。 

6. 今回、このような機会を与えていただき、本当にありがとうございました。自

分にとって、かけがえのない友達もでき、その友達とも一緒に音楽を楽しめて、

とっても楽しかったです。Misha との演奏では、たくさんの人に感動したと

いう言葉をいただけて、本当に嬉しかったです。素晴らしい経験をさせていた

だき、感謝でいっぱいです。また機会があったら是非出させていただけたらな、
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と思います。ありがとうございました。 

 

◆ 藤田 ひとみ（ヴォーカル 14 歳） 

1. 海外の人と一緒に歌って、コミュニケーションをとる事です。沢山話せて、と

ても楽しかったです。 

2. インドネシア語の歌が、なかなか頭に入らなかった事です。でも楽しい曲だっ

たので、リズムに乗りながら、歌いました。 

3. サントリーホールで歌えた事と、海外の演奏者とコラボできたことです。 

4. 英語の発音や、勉強をもっとしておけば良かったと思いました。 

5. ＯＧとして、沢山の人に色んな曲の良さを、歌で届けたいです。 

6. とても短い時間だったけれど、みんなととても仲良く、沢山交流することが出

来ました。それぞれの国の言葉では、難しいけれど、ジェスチャーや英語を使

えば、伝わった時は、とても嬉しかったです、初めて会った人も、久しぶりに

会った人も、みんなが仲良くなれて楽しかった。このような体験ができて、本

当に良かったです。また次に繋がるように、頑張りたいです。 

 

◆ 四宮 彩葵（ピアノ 19 歳） 

1. 他国の人と、他の楽器とのコラボすること。日本人以外、ピアノ以外の楽器と

のコラボは初めてだったので、とても楽しみにしていました。実現することが

でき、嬉しかったです。 

2. フィガロの結婚の 8 手です。4 人それぞれ練習してきて、本番の三日前に合

わせましたが、ボリュームや、早さなど、男女の力の差など、みんなが実際に

会わないとわからなかった課題が多く見え大変でしたが、なんとか仕上がり本

番を迎えることができました。 

3. 他の国のともだちがたくさんできたこと！ 

4. 年上だったのでもっとしっかりできたらよかったです。 

5. 前に妹も出演させていただいていたので、いつか妹とのコラボしたいです。 

6. 本当に出演できてよかったです。これからもこの活動に関わりたいと思いまし

た。関係者のみなさまお世話になりました。ありがとうございました。今後と

もよろしくお願いいたします！ 

 

◆ 堀内 心優彩（フルート 8歳） 

1. 一番楽しみだった事は、音楽が好きなみんなと仲良しになることと、海外の出

演者と共演することでした。沢山のお兄さんやお姉さんと仲良しになれて、練
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習も本番もとても楽しかったです。演奏も一緒に練習したことできて良かった

です。とても幸せでずっとしていたかったです。 

2. 大変だった事は、特にないです。でも、英語がわかるようになりたいと思いま

した。努力した事は、出来るだけいい演奏が出来るように、朝音出しをしてか

らリハーサルにいきました。 

3. 参加してよかった事は、お兄さんやお姉さん、いる人みんながとても優しくし

てくれて、お友達にもなってくれた事や、先生やイザイアが色々教えてくれた

事。一緒に遊んだり、ご飯を食べたりも嬉しかったです。毎日すごく楽しかっ

た事です。 

4. もっとこうしたらよかったと思う事は、英語がわかって話せたらよかったと思

います。イザイアとももっと話して 2 人でできたし、他の人とももっと自分

で話したかったです。 

5. もう一度コンサートに出演できたら、またみんなに会えるから嬉しいです。今

度は、少しでも英語がわかるように勉強していきたいです。演奏も、今よりも

っと練習して上手になって、聴いている人が喜んでくれる様な演奏がしたいで

す。後、海外にいったり、アンサンブルやコンチェルトもしたいです。まだ一

緒に遊べなかった子もいるのでもっと沢山お友達になりたいです。 

6. コンサートに出演して、コンサートは楽しみだったけど、終わってしまうのが

寂しかったです。もっとずっと一緒に居たかったです。でも、また会える様に

練習頑張ろうと思いました。音楽もフルートも、もっと好きになったし、大切

になりました。ありがとうございました。 

 

◆ 星野 悠羽（ピアノ 12 歳） 

1. 国際交流です。実現しました。みんなと仲良くなれて、とても楽しかったです。 

2. 息を合わせることです。リズムがずれないよう練習を重ねました。 

3. ピアノは普段一人なので、みんなで歌ったり、弾いたり、楽しかったです。音

楽を通して、国境を越えて、仲良くなれたこと。 

4. もっともっと話したかったです。 

5. オーケストラ？ 

6. このような機会を頂戴させて頂き、本当にありがとうございました。リハーサ

ルでは、自分たちで考え、創り上げる機会にも恵まれました。間違えたって良

いよ、楽しくが一番と仰って頂いたので、本番も緊張しすぎることもなく、音

楽をみんなで、楽しむことができました。私の宝物です。又の機会をとても楽

しみにしております。 
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◆ 千葉若潮少年少女合唱団 （合唱） 

1. 海外の人と一緒に歌うこと。（小６） 

シンガポールの子達と一緒に歌うこと。実現できた！（中１） 

音楽を通じてアジアで活動している子達と一緒に歌えることを一番楽しみに

していました。実際、一緒に歌うとができました。（高３） 

とても広いホールに自分たちの歌が響き渡ることです。実現することができて

歌っていて気持ちよかったです。（高１） 

サントリーホールで歌うことが私にとって初めての経験で、大きくて響きのい

いホールと聞いていたのでそこで歌うことがとても楽しみでした。（高３） 

様々な国の人とオープニングとエンディングを歌うことです。（高３） 

言語の違う同年代の子達と会話を楽しんで、音楽の素晴らしさを共有すること

を楽しみにしていました。しかし、自分が英語が苦手ということもあり、緊張

してほとんどはなすことができませんでした。（高２） 

2. 当日忙しい中で歌を歌えたこと。（小６） 

群青の最初をきれいに歌うこと。（中１） 

よく響くので細かいリズムや音程、テンポなどがズレないようにしたことです。 

（高１） 

英語の歌詞を覚えることです。外国の子たちと一緒に歌うということで、歓迎

する側の私たちが先陣をきって歌えるように一緒に歌う曲の練習をみんなで

しました。（高３） 

母国語が違うため、上手くシンガポールの子に自分が伝えたいことを伝えられ

なかったことです。（高３） 

言語が違うので指示が一度に通らなかったことです。教えてあげたくても、英

語で何といえば良いのかわからなくて、困りました。（高２） 

3. 最高の舞台で歌えたこと。（小６） 

様々な国から来た人達と歌ったことと、紀子さまがまた来てくださったこと。

（中１） 

サントリーホールという素敵な場所でみんなと歌えた事と音楽を通じてアジ

アで活動している子達と一緒に歌えた事です。（高３） 

いろんな外国の人と交流することもでき、貴重な体験をさせてもらったことで

す。（高１） 

大きな響くホールで、私たちの歌を歌えたことに加え、他国の子たちと歌える

ことは貴重な機会でした。（高３） 
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サントリーホールという大舞台で歌うことができたことです。（高３） 

最後まで言葉は繋がりませんでしたが、フィナーレの音楽でみんなが繋がって

いるように感じ雰囲気が暖かくなったことです。（高２） 

4. もっと海外の人たちと交流を深めたかった。（小６） 

完璧に歌を覚えてくること。本番失敗してしまった。（中１） 

全体合唱の歌詞を大幅に間違えてしまったので、もっと全体合唱の練習の時に

しっかりとみんな確認すべきだと思いました。（高３） 

自分たちの歌のレベルをあげてもっと素晴らしい歌を届けられたらよかった

です。（高１） 

もう少し他の団体の子たちとのコミュニケーションをとっていたら、歌でも表

せたのかな、と思います。（高３） 

一緒に出演した団体の方ともう少しコミュニケーションをとれば良かったな

と思いました。（高３） 

もっと英語の勉強をしてくれば良かったなと思いました。（高２） 

5. また合唱で出たいです。（小６） 

またみんなで歌いたい。（中１） 

みんなで手を叩いたり踊りながら歌いたいです。（高３） 

私たちならではの私たちらしい歌をまた歌えたらいいと思っています。（高１） 

今まで練習してきた声の出し方などをそらに上達した状態でサントリーホー

ルで歌いたいです。（高３） 

全体で歌う曲をもう少し増やして欲しいです。（高３） 

次は、オープニングからみんなで手を繋いだり、軽く踊ったりして盛り上がり

たいです。（高２） 

6. 今回、２度目の出演で出番の時はあまり緊張しませんでした。でも今回は他の

国々の人と話したり、関わったりすることができなかったので、また今度機会

があったら今回よりもたくさん話せればいいかなと思います。（小６） 

とても楽しかったし充実していた。ただ、夜遅い時間だと眠いし疲れてるから、

今度やる時は昼間にやりたい。（中１） 

私は『チャイルド・エイド・アジア』に参加するのが初めてだったのでとても

緊張していましたが、みなさんが温かく優しく接してくださったので楽しく歌

うことが出来ました。（高３） 

とても貴重な体験をさせていただき、自分もたくさん学べるコンサートになり

ました。とても楽しかったです。（高１） 

他の国の子たちと歌い、他の国の歌を聞くというとても貴重な体験をすること
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ができてとても幸せです。サントリーホールで歌えて、とても気持ちが良かっ

たです。ありがとうございました。（高３） 

『チャイルド・エイド・アジア』 に参加できたことは、とても貴重な経験に

なりました。サントリーホールで歌声の響きを体感できたこと、いろいろな国

の方と一緒に舞台に立ち演奏したこと、ずっと忘れません。ありがとうござい

ました。（高３） 

自分自身の歌はあまり良いとは言えるものではなかったですが、今回のコンサ

ートに出演したみんなと歌えたことが、とても印象に残る体験でした。特にフ

ィナーレは雰囲気が暖かく、印象に残っています。（高２） 

 

◼ 海外からの出演者 

◆ ヴィヴィアン・アンジェリーナ・チョ （インドネシア ヴォーカル 13

歳） 

1. 新しい友だちを作りたいと思っていました。素晴らしい音楽家とすばらしいイ

ベントに出演することができました。会話ができないので、こんな素敵な友だ

ちができるとは思っていませんでした。思っていたよりずっと素晴らしい経験

でした。言葉が違っても友だちはできたし、あんなに大きな素晴らしい舞台で、

あんなに素敵な音楽家と共演できて幸せです。 

2. 稽古中や公演中に困難を感じたことはありませんが、言葉が通じないために自

分たちのアイディアを十分分かち合えたとは言えないかもしれません。また、

リハーサルのスケジュールが少しまとまりがなかった気がします。公園をする

ときの困難は、私たちがみんな神経質になるところです。 

3. 『チャイルド・エイド・アジア』に参加できたのは本当に素晴らしいことです。

何故なら音楽があまりとくいでない子を助けたり、新しい友だちを作ったり、

アジアの素晴らしい音楽家と出会えたからです。『チャイルド・エイド・アジ

ア』にさんかすることで、インドネシアの外で公演に参加できたことも誇りに

思います。 

4. もっと出演者が仲良くなる時間があったらもっと良かったと思います。公演中

に間違えないためにも、もっとリハーサルの時間があれば良かったと思います。 

5. もっと他のヴォーカリストや伝統楽器などユニークな楽器を演奏する音楽家

と共演できたら嬉しいです。 

6. 『チャイルド・エイド・アジア』は素晴らしい舞台です。観客は音楽が好きな

人たちばかりだし、恵まれない環境の人たちを助けて友情を育むという目的が
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私は大好きです。 

 

◆ ミシャエル・ロマノ （フィリピン バイオリン 18 歳） 

1. 沢山の友だちを作れたし、今まで演奏したこともないような素晴らしい会場で

演奏できたので、僕の期待以上でした。 

2. 調和。でも、一緒に演奏した人たちと良い関係を持ちつながることが出来たの

で、調和は随分良かったとは思っています。 

3. 参加して非常に良かったです。違う国の子どもと共演することは、違う文化を

学ぶことでもありました。グループの一員として演奏することを学びました。 

4. いつもは公演のたびに、もっと上手に演奏できたのではないかと思うのですが、

今はとても良くできたと思っています。 

5. 演出家次第だと思います。僕は演出家が決めたことをなんでもやります。ソロ

でもグループでも、オーケストラだって嬉しいです。 

6. 『チャイルド・エイド・アジア』は僕が出演したコンサートの中で最高だと思

うものの１つです。特にそう思うのは、このコンサートには素晴らしい目的が

あるからです。 

 

◆ イザイア・フゥイ （シンガポール ピアノ 14 歳） 

1. 思っていた通り、エキサイティングで、楽しくて、たくさんの友だちができま

した。やりたいと思っていたことが出来ました。 

2. 中間試験と練習のやりくりです。 

3. 新しい友だちができたこと、違う種類の音楽や楽器を学んだこと、そして音楽

に対する僕とは違う解釈を学んだこと。 

4. 準備する時間がもっとあれば良かったと思います。公演は完璧だったけれどオ

ープニングとフィナーレにもう少し時間が必要でした。 

5. また同じことがしたいですが、他の出演者と仲良くなるための過程の中でフィ

ールド・トリップがあれあば、と思います。 

6. 人をつなぎ、助けがいる人を助けるために、素晴らしい素敵な方法だと思いま

す。 

 

◆ コー・メイベル＆メイジェーン （マレーシア グーチョン 17 歳） 

1. 友だちを作って海外での公演を経験したいと思っていました。また、街を歩い

て食事やお菓子を試して、日本の文化についても学びたいと思っていました。

真優ちゃんが計画してくれた学校訪問では、日本人の学び方を知るきっかけに
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なりましたし、文化体験では日本の文化をもっと理解できるようになりました。 

2. グーチョンの大きさと重さのために、その扱い方や運搬の仕方。 

3. 初めての海外での公演だったので、参加して本当によかったです。同時に私た

ちの文化と伝統楽器を日本の方に紹介できてよかったと思っています。他のホ

ールでは通常できないことですが、マイクなしで演奏でき、サントリーホール

の音響の素晴らしさに驚きました。 

4. もっと自信があれば、あんなに緊張しないで演奏できたと思います。また、オ

ープニングとフィナーレの曲をもっと他の出演者と練習できていたら、と思い

ます。 

5. またグーチョンの演奏をしたいです。そして他の国の他の楽器の出演者と共演

したいです。 

6. 夢が叶いました。出演者は皆素晴らしく、これ以上の機会はあり得ないと思い

ます。また近い将来に『チャイルド・エイド・アジア』で演奏できれば幸いで

す。またお目にかかるまで！ 

 


